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貸したい　売りたい
空き家はありませんか？
　村では、村内の空き家を有効活用するために、空き家情報を
収集し、希望者に提供しています。
　空き家を有効活用することで、八ヶ岳周辺での田舎暮らしに
憧れる方々の定住を促進し、人口減少の抑制が期待されます。
　また、近年の自然回帰志向の進展や団塊の世代の定年退職な
どに伴い、「空き家」に関する問い合わせも増えています。
　村内の空き家となっている一般住宅で、賃貸または販売が可
能な物件がありましたら、お知らせください。

●空き家の提供を希望する方は、次の内容をご連絡ください。
　空き家の　①所在地　②所有者（住所・氏名・電話番号）
　　　　　　③管理者（住所・氏名・電話番号）　
　　　　　　④調査、撮影を希望する日時　　　　　　　　　
後日、企画係職員がお伺いし、物件の詳細について確認した後に、
役場窓口やホームページ等で利用希望者に情報を提供します。　　　　　　　　　

空き家情報提供までの流れ

■利用上の注意
・村では情報の提供や連絡調整は行いますが、物件の仲介・あっせん・交渉・
　契約は行いません。（契約などについては、当事者間で行っていただきます）
・トラブルを避けるため、交渉等にあたっては宅地建物取引業者の仲介を
　お勧めします。（仲介手数料が必要となります）

問い合わせ・利用申込

現地調査・撮影

利用申込者の情報を連絡
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村
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空き家情報提供の仕組み

空き家提供希望登録

空き家利用希望登録

利用希望者に情報提供

窓口・ホームページ等

問い合わせ先　総務課企画係　　
　　　　　　電話７９－７９４２（直通）　ＦＡＸ７９－５５０４
　　　　　　Ｅ－mail　kikaku@vill.hara.nagano.jp

認知症サポーター研修 空き家募集

　

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
脳
の
病
気
・
認
知
症
。

　

患
者
数
は
、
高
齢
化
と
と
も
に
増
え
続
け
て
お
り
、
高
齢

化
率
28
・
４
㌫
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）
の
原
村
で

も
、
認
知
症
は
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
大
切
な
こ
と
が
思
い
出
せ
な
く
な
っ
た
り
、

計
画
や
段
取
り
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
症
状
に
よ
り
、
今

ま
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
病
気
で
す
。
ま

た
、
一
緒
に
生
活
し
介
護
を
し
て
い
る
家
族
も
悩
み
を
抱

え
、
苦
し
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
み
ん
な
で
支

え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

認知症サポーターとは・・・
　認知症について正しく理解し、偏
見を持たず、認知症の方やその家族
を温かく見守る応援者です。
　認知症の方とその家族をみんな
で支え、誰もが暮らしやすい地域を
つくっていく厚生労働省の運動「認
知症を知り地域をつくる」キャン
ペーンの一環で全国で養成がすす
められています。
　サポーターになるためには、90分
の養成講座を受け
る必要があり、原
村では226人が
受講しています。
受 講 者にはサ
ポーターの証で
あるオレンジリン
グが渡されます。

高
齢
者
支
援
者
向
け

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

今
回
、
日
常
生
活
の
中
で
皆
さ
ん
が
認
知
症
の
方
と
関
わ
る
機
会
が

少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
小
さ
な
集
ま
り

に
も
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
も
対
象
で
す
。

※

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。　

　

民
生
児
童
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
事
業
所
、

駐
在
所
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
加
入
者
な
ど
32
名
が
参
加
。

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
支
援
者
が
感
じ

て
い
る
こ
と
を
共
有
し
、
村
で

認
知
症
の
方
を
支
え
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。

　

村
で
は
、
保
健

福
祉
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
協
力
し

て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
研
修
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
１
日
に

は
、
高
齢
者
の
支

援
に
携
わ
っ
て
い

る
方
を
対
象
と
し
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■はらむらとぴっくす

■はじめましてもうすぐ２才です

●表紙写真／「マイケル！見て見て～！！」
　こひつじ幼稚園では、昨年から“絵描き”のマイ
ケルお兄さんと絵画を通して交流しています。
　今回は、園児一人ひとりが画用紙いっぱいに、
おばけやふくろう、バスなどを描きました。
　園児たちは、絵が完成するとマイケルさんの
もとへ駆け寄りました。マイケルさんに「みんな、
１００点だよ。」と声をかけられると、園児たちは
うれしそうでした。

■人の動き
・人口 7,972人 （＋96） 　 　
・男 3,925人 （＋13） 　 　
・女 4,047人 （＋83）　　  
・世帯数 3,053世帯 （＋67） 　　 
・転入 17
・転出 13
・出生 6
・死亡 9

平成24年7月末現在。
（　）内は前月比。
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誰
も
が
　

家　
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
ら
れ
る
村
を
目
指
し
て

○寄せられた意見・感想
　・ 認知症の方が身近にいないので、これを機会に勉強していきたい。
　・ 一人ひとり症状が違うと感じている。
　　 責めると感情的になるが、受け止めると穏やかになることがわかった。
　・ 家族に対しても傾聴が大切だと思う。
　・ たまに症状が出るだけでは分からないから、接し方に難しさを感じている。
       家族も大変だと思う。
　・ 子供は親の認知症を認めたくない気持ちが強い。
       また普段一緒にいないと気付かない家族もいる。
　　 近所として伝えたほうがいいと思うが、どのように伝えたらいいか。
       どうしたらいいか迷うことがある。
　・ 家族も恥ずかしい認識がまだまだあるが、みんなに隠さないで、
　　 みんなで支えられるようになればいいと感じた。
       相談に行けない人への対応が必要だと思う。
　・ 近所で支援するには日頃の心がけが大切。お茶飲みも大切。
   　 近所の支え合いが大事ではないか。
　・ 認知症の人を変な目でみるのではなく、温かく見守っていく体制を
　　 つくりたい。
　・ 徘徊する人は持ち物に名前をつけるなど情報発信が必要だと思う。

※平成24年7月9日の住民基本
台帳法等改正に伴い、外国人の
方も日本人の方と同様に住民
登録されました。
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原村診療所に医師派遣
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特定外来生物駆除

　
特
定
外
来
生
物

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
、
ア
レ
チ
ウ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
村
内
に
、
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
、
ア
レ
チ
ウ
リ
」
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

　
在
来
の
生
態
系
を
守
る
た
め
に
、
駆
除
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※

写
真
は
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
の
つ
ぼ
み

■
特
定
外
来
生
物
と
は
？

　

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
い

な
か
っ
た
の
に
、
人
間
活
動

に
よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら

入
っ
て
き
た
生
物
の
こ
と
を

外
来
生
物
（
外
来
種
）
と
い

い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
生
態
系
等
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

に
つ
い
て
は
、
法
律※

に
よ

り
「
特
定
外
来
生
物
」
と
し

て
指
定
し
、
飼
養
・
栽
培
・

保
管
・
運
搬
・
輸
入
・
譲
渡

等
を
原
則
禁
止
し
て
い
ま

す
。

※

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生

態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止

に
関
す
る
法
律

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
キ
ク

科
の
多
年
草
で
、
５
月
か
ら

７
月
頃
に
か
け
て
黄
色
い
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
在
来
の
植
物
に
悪
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
植

物
で
す
。

▲群生しているオオキンケイギク

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ

　

７
月
か
ら
９
月
頃
に
か
け

て
、
黄
色
く
細
長
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
は
10
〜
14

枚
で
、
や
や
垂
れ
下
が
っ
て

お
り
、
葉
に
は
毛
が
生
え
、

触
る
と
ざ
ら
つ
き
ま
す
。
草

丈
は
50
㌢
〜
３
０
０
㌢
。

　

道
端
、
荒
地
、
畑
地
、
河

川
敷
、
湿
原
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
に
生
育
し
、
在
来
植

物
の
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▲オオハンゴウソウの花

ア
レ
チ
ウ
リ

　

ウ
リ
科
の
植
物
で
、
キ
ュ

ウ
リ
や
ス
イ
カ
な
ど
と
同
様

に
長
さ
数
㍍
〜
十
数
㍍
の
ツ

ル
を
伸
ば
し
ま
す
。
こ
の
ツ

ル
で
他
の
植
物
に
覆
い
か
ぶ

さ
り
、
そ
の
植
物
の
成
長
を

妨
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
繁
殖
力
が
旺
盛

で
、
そ
れ
ま
で
多
様
な
植
物

が
生
育
し
て
い
た
場
所
が
ア

レ
チ
ウ
リ
に
覆
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
花
期
は
８
月
か
ら

10
月
頃
。

　

ア
レ
チ
ウ
リ
の
繁
茂
に

よ
っ
て
、
希
少
な
植
物
が
生

育
環
境
を
奪
わ
れ
た
り
、
多

様
な
植
物
や
動
物
に
よ
っ
て

営
ま
れ
て
い
た
生
態
系
が
破

壊
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

▲繁茂したアレチウリ

駆除方法を紹介します
　●手による抜き取り
　　　効果：確実に駆除ができる。（ただし、効率はよくない）
　●草刈り機による刈り取り
　　　効果：繁殖を防止できる。（ただし、根絶はできない）
　●除草剤の使用
　　　効果：根まで枯死可能。（ただし、生態系への影響あり）

特定外来生物の駆除にご協力をお願いします。

問い合わせ先　建設水道課環境係　電話７９－７９３３（直通）

須田万勢先生を紹介します！！
　家庭医療プログラムとして、諏訪中央病院から原村診療所に須田万勢医師が派遣さ
れ、7月から診療にあたっています。
　須田先生に自己紹介をしていただきました。

　

み
な
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。

諏
訪
中
央
病
院
内
科
の
須
田
万

勢
（
す
だ 

ま
せ
い
）
と
申
し
ま

す
。

　

出
身
は
神
奈
川
県
横
浜
市
、

大
学
時
代
に
山
岳
部
で
信
州
の

山
々
に
登
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
茅
野
と
原
村
の
大
自
然

に
あ
こ
が
れ
て
こ
の
地
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
と

日
々
変
わ
る
景
色
を
眺
め
て
い

る
だ
け
で
心
が
晴
れ
て
い
き
ま

す
。
茅
野
に
住
ん
で
４
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
全
く
飽
き
ま
せ

ん
。

　

私
は
家
庭
医
療
の
専
門
医
を

取
る
べ
く
勉
強
中
で
す
。
家
庭

医
は
、
地
域
住
民
の
方
が
ど
ん

な
症
状
や
病
気
に
な
っ
て
も
、

と
り
あ
え
ず
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
何
と
か
す
る
、
無
理
な
ら
然

る
べ
き
病
院
に
紹
介
す
る
と
い

う
、
地
域
の
健
康
の
駆
け
込
み

寺
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
家
族

背
景
や
生
活
背
景
に
ま
で
目
を

配
り
、
病
気
だ
け
で
な
く
そ
の

人
全
体
を
み
て
最
善
の
方
法
を

考
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
原
村
診
療
所
で

４
ヶ
月
間
、
診
療
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
い
ま

ま
で
、
診
療
所

で
働
く
こ
と
を

ず
っ
と
楽
し
み

に
し
て
き
ま
し

た
。
病
院
で
は

な
か
な
か
で
き

な
い
、
生
活
に

密
着
し
た
診

療
、
気
軽
に
何

で
も
相
談
で
き

る
よ
う
な
診

療
、
予
防
や
健

康
増
進
に
も
目

問い合わせ先
原村診療所　電話　７９－２７１６（直通）

　須田医師は、７月から10月までの4カ月間、
安藤公二医師と２人体制で診療にあたります。
　原村診療所の診療日、担当医師などについ
ては、１３ページをご覧ください。

原村診療所に医師派遣

を
配
っ
た
診
療
を
実
践
す
る
場

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
み
な
さ
ま

の
病
の
改
善
と
健
康
増
進
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
不
慣
れ
な
も
の
で
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
場
面
も
あ
る

か
と
存
じ
ま
す
が
、
気
軽
に
話

し
か
け
て
い
た
だ
き
、
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

～平成24年9月から定期ポリオ予防接種の方法が変更になります～～平成24年9月から定期ポリオ予防接種の方法が変更になります～
■平成24年9月1日から生ポリオワクチンの定期予防接種は中止になり、単独の不活化ポリオワクチンの
　定期接種が導入される予定です。
■不活化ポリオワクチンの導入により、９月以降の定期ポリオ予防接種の日程・予診票様式等が変更にな
　ります。対象となるお子さんの保護者には事前に、お知らせと新様式の予診票を郵送しますのでご確認
　下さい（個別通知）。
■不活化ポリオワクチンは、初回接種3回、追加接種1回、合計4回の接種が必要です。
　不活化ポリオワクチン導入前に生ポリオワクチンを1回接種した方は、その後に不活化ポリオワクチンを
　3回接種することになります。
■生ポリオワクチンをすでに2回接種された方は、不活化ポリオワクチンの追加接種は不要です。

問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係　電話７９－７０９２（直通）
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